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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月6日(2011.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転方向および直動方向に移動する出力軸を有するモータ部と、
　前記出力軸の回転位置および直動位置を検出する位置検出装置と、
を備え、
　前記位置検出装置は、円板状で円板状の平面に対して水平方向に一方向に磁化され、隣
り合う磁化方向が互いに反転するよう直動方向に前記平面を垂直にして等間隔に配置され
た複数個の位置検出用磁石を有する、回転・直動複合型モータの位置検出装置。
【請求項２】
　前記位置検出装置は、
　前記位置検出用磁石の周方向の側面に対して空隙を介して配置された第一のホール素子
と、
　前記第一のホール素子の位置から周方向に９０度だけ回転した位置に配置された第二の
ホール素子と、
　前記第一のホール素子の位置から直動方向に前記位置検出用磁石の磁極ピッチの１／２
ピッチだけ離した位置に配置された第三のホール素子と、
を備え、
　前記第一のホール素子と前記第二のホール素子の出力電圧から、前記回転位置を求め、
　前記第一のホール素子と前記第三のホール素子の出力電圧から、前記直動位置を求める
、請求項１記載の回転・直動複合型モータの位置検出装置。
【請求項３】
　前記回転位置を、前記第一のホール素子の出力電圧と前記第二のホール素子の出力電圧
の逆正接演算によって求め、
　前記直動位置を、前記第一のホール素子の出力電圧と前記第三のホール素子の出力電圧
の逆正接演算によって求める、請求項２記載の回転・直動複合型モータの位置検出装置。
【請求項４】
　前記位置検出装置は、
　前記位置検出用磁石の周方向の側面に対して空隙を介して配置された第一のホール素子
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と、
　前記第一のホール素子の位置から周方向に９０度だけ回転した位置に配置された第二の
ホール素子と、
　前記第一のホール素子の位置から直動方向に前記位置検出用磁石の磁極ピッチの１／２
ピッチだけ離した位置に配置された第三のホール素子と、
　前記第二のホール素子の位置から直動方向に前記位置検出用磁石の磁極ピッチの１／２
ピッチだけ離した位置に配置された第四のホール素子と、
を備え、
　前記第一のホール素子と前記第二のホール素子の出力電圧、もしくは前記第三のホール
素子と前記第四のホール素子の出力電圧から、前記回転位置を求め、
　前記第一のホール素子と前記第三のホール素子の出力電圧、もしくは前記第二のホール
素子と前記第四のホール素子の出力電圧から、前記直動位置を求める、請求項１記載の回
転・直動複合型モータの位置検出装置。
【請求項５】
　前記回転位置を、前記第一のホール素子と前記第二のホール素子の出力電圧の逆正接演
算、もしくは前記第三のホール素子と前記第四のホール素子の出力電圧の逆正接演算によ
って求め、
　前記直動位置を、前記第一のホール素子と前記第三のホール素子の出力電圧の逆正接演
算、もしくは前記第二のホール素子と前記第四のホール素子の出力電圧の逆正接演算によ
って求める、請求項４記載の回転・直動複合型モータの位置検出装置。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の回転・直動複合型モータの位置検出装置を備えた
、回転・直動複合型モータ。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記問題を解決するため、本発明は、次のように構成したものである。
　すなわち、本発明の一の観点による回転・直動複合型モータの位置検出装置は、回転方
向および直動方向に移動する出力軸を有するモータ部と、前記出力軸の回転位置および直
動位置を検出する位置検出装置とで構成される回転・直動複合型モータの位置検出装置に
おいて、前記位置検出装置は、円板状で円板状の平面に対して水平方向に一方向に磁化さ
れ、隣り合う磁化方向が互いに反転するよう直動方向に前記平面を垂直にして等間隔に配
置された複数個の位置検出用磁石を備えたことを特徴としている。
　また、上記一の観点による回転・直動複合型モータの位置検出装置は、前記位置検出装
置は、前記位置検出用磁石の周方向の側面に対して空隙を介して配置された第一のホール
素子と、前記第一のホール素子の位置から周方向に９０度だけ回転した位置に配置された
第二のホール素子と、前記第一のホール素子の位置から直動方向に前記位置検出用磁石の
磁極ピッチの１／２ピッチだけ離した位置に配置された第三のホール素子とを備え、前記
第一のホール素子と前記第二のホール素子の出力電圧から前記回転位置を求め、前記第一
のホール素子と前記第三のホール素子の出力電圧から前記直動位置を求めることを特徴と
してもよい。
　また、上記一の観点による回転・直動複合型モータの位置検出装置は、前記回転位置を
前記第一のホール素子と前記第二のホール素子の出力電圧の逆正接演算によって求め、前
記直動位置を前記第一のホール素子と前記第三のホール素子の出力電圧の逆正接演算によ
って求めることを特徴としてもよい。
　また、上記一の観点による回転・直動複合型モータの位置検出装置は、前記位置検出装
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置は、前記位置検出用磁石の周方向の側面に対して空隙を介して配置された第一のホール
素子と、前記第一のホール素子の位置から周方向に９０度だけ回転した位置に配置された
第二のホール素子と、前記第一のホール素子の位置から直動方向に前記位置検出用磁石の
磁極ピッチの１／２ピッチだけ離した位置に配置された第三のホール素子と、前記第二の
ホール素子の位置から直動方向に前記位置検出用磁石の磁極ピッチの１／２ピッチだけ離
した位置に配置された第四のホール素子とを備え、前記第一のホール素子と前記第二のホ
ール素子の出力電圧、もしくは前記第三のホール素子と前記第四のホール素子の出力電圧
から前記回転位置を求め、前記第一のホール素子と前記第三のホール素子の出力電圧、も
しくは前記第二のホール素子と前記第四のホール素子の出力電圧から前記直動位置を求め
ることを特徴としてもよい。
　また、上記一の観点による回転・直動複合型モータの位置検出装置は、前記第一のホー
ル素子と前記第二のホール素子の出力電圧の逆正接演算、もしくは前記第三のホール素子
と前記第四のホール素子の出力電圧の逆正接演算によって求め、前記直動位置を前記第一
のホール素子と前記第三のホール素子の出力電圧の逆正接演算、もしくは前記第二のホー
ル素子と前記第四のホール素子の出力電圧の逆正接演算によって求めることを特徴として
もよい。
　また、本発明の他の観点による回転・直動複合型モータは、上記一の観点による回転・
直動複合型モータの位置検出装置を備えたことを特徴とする特徴としている。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一の観点による回転・直動複合型モータの位置検出装置によると、位置検出装
置が、円板状で円板状の平面に対して水平方向に一方向に磁化され、隣り合う磁化方向が
互いに反転するよう直動方向に円板状の平面を垂直にして等間隔に配置された複数個の位
置検出用磁石を備えているので、出力軸の回転および直動の両方の位置検出ができ、位置
検出装置を小型化することができる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、上記一の観点による回転・直動複合型モータの位置検出装置によると、出力軸の
回転および直動の両方の位置検出を位置検出用磁石と４個のホール素子のみで行なえば、
位置検出装置を小型化することができるとともに、任意の回転位置・直動位置の検出精度
を向上することができる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の他の観点による回転・直動複合型モータによると、小型の位置検出装置
を備えた回転・直動複合型モータが得られる。
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